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　前学期の受講者は，「日本語 A1」が 26 人であり，「日本語 B3」が火曜日３時限に１人，火曜日４時
限に０人， 水曜日４時限に６人，木曜日３時限に２人であった。




　国・地域別の内訳は，「日本語 A1」が中国 14 人，マレーシア７人，ベトナム４人，モンゴル１人であり，
火曜日３時限の「日本語 B3」がベトナム１人であり，水曜日４時限の「日本語 B3」が中国４人，ベト
ナム２人であり， 木曜日３時限の「日本語 B3」が中国１人，ベトナム１人である。
　後学期の受講者は，「日本語 A2」が 26 人であり，「日本語 B4」が火曜日１時限に５人，火曜日３時
限に２人，水曜日４時限に 11 人であった。










































































　　彼谷　　環　（非常勤講師）  「日本の法律 : 人権状況と絡めて」
　　神川　康子（人間発達科学部） 「日本のすまい・住宅事情」
　　久保田真功（人間発達科学部） 「日本の教育事情」
　　呉羽　　長（人文学部）  「日本文学」
　　島添貴美子（芸術文化学部） 「世界の音の文化／日本の音の文化」
　　鼓　みどり（人間発達科学部） 「日本の美術」
　　堀田　裕弘（工学部）  「日本における情報通信事情」
　　水内　豊和（人間発達科学部） 「日本の障害児教育」
　　出原　節子（留学生センター） 「異文化コミュニケーション」
４　おわりに
　五福キャンパスの教養教育においては，「日本語」の授業担当者は，留学生センター教員５人と学部
留学生専門教育担当教員（人文，経済，工）３人の計８人と，長年大学の日本語教育に関わっている非
常勤講師１人であり，今年度から工学部の留学生専門教育担当が新しく飴井賢治教員になったが，皆，
日々留学生の指導に携わりながら，何か問題があれば，互いに連携して対処している。
　入学して１年目の学部正規留学生を対象とした「日本語 A」では，授業を通して生活上の指導・助
言ができるように，また，２年生以上の留学生を対象とした「日本語 B」では，学部の専門性を考慮し
たアドバイスができるように，担当教員が連携して，きめ細かい指導を行っている。
　また，「日本事情」についても，センター専任教員３人がコーディネートして，学部教員等との連絡・
調整をしながら授業を進めている。
　今年度は高岡キャンパスの芸術文化学部１年生が，前期だけ五福キャンパス開講の「日本語 A1」（火
３）を受講して単位を取得した。高岡キャンパスの学生の日本語受講については，今後の継続課題とし
て議論が望まれる。
